
 

平成 22 年 8月 27 日 

各  位 
                       会 社 名 株式会社コネクトテクノロジーズ 

代表者名 代表取締役会長兼ＣＥＯ 堀口 利美 

                                   （コード：3736 東証マザーズ） 

問合せ先 執行役員ＣＦＯ 

兼経営管理統括本部長 長倉 統己 

                       （ＴＥＬ：03－5332－6110） 

 

訂正有価証券報告書等の提出完了に関するお知らせ 
 
当社は、平成 22 年 8月 23 日付「調査委員会調査報告書の受領に関するお知らせ」において、 

各事業年度の財務諸表について改めて会計監査を受け、修正内容が確定次第、過年度決算の訂正

を行う旨、お知らせいたしました。 
このたび、過年度決算の具体的な訂正内容が確定いたしましたので、以下のとおりご報告いた

します。 
 

記 

 
１．過年度訂正を行った理由について 
 
当社は、平成 22 年 8 月 23 日付「調査委員会調査報告書の受領に関するお知らせ」においてお

知らせいたしましたとおり、調査委員会（委員長：泉義孝弁護士）より、平成 17 年 8 月期及び

平成 18 年 8 月期における投資有価証券の評価及び収益認識の妥当性を中心に疑義の可能性のあ

る会計処理について調査をおこなった結果、2件の投資に関連する売上取引について、「形式を重

視するのであれば、現状の会計処理が妥当との考え方もある。」との報告をいただきましたが、

一方、「これらの取引が意図的に行われていたとした場合、売上の「対価の成立」という収益認

識のための要件の１つを実質的には満たさず、売上計上はすべきでなかったとの考え方も成立す

る。」との指摘も受けておりました。 

当該調査を受け、当社の一時会計監査人である堂島監査法人と協議の上、当社取締役会にて熟

慮した結果、企業会計原則における保守主義原則に基づき、より保守的な会計処理を行うものと

して、過年度決算の訂正を行うことといたしました。 

 

２．過年度訂正の内容について 

 

 平成 17 年 8 月期の売上高のうち 130百万円（連結及び個別）を、また平成 18 年 8 月期の売上

高のうち 95 百万円（連結、個別は 76 百万円）を取り消し、平成 19 年 8 月期の投資有価証券評

価による損失処理額 225 百万円(連結、個別は 207 百万円)を戻し入れすることによる過年度決算

の訂正を行います。 



３．訂正を行う予定の決算短信等について 
 
訂正を行う予定の決算短信等は以下のとおりです。公表は後日、作成次第速やかに行います。 
 
①平成 17年 8月期  個別財務諸表の概要（平成 17年 10月 20日付） 
②平成 17年 8月期  決算短信(連結)（平成 17年 10月 20日付） 
③平成 18年 8月期  第 1四半期財務・業績の概況(連結・個別)（平成 18年 1月 13日付） 
④平成 18年 8月期  個別中間財務諸表の概要（平成 18年 4月 24日付） 
⑤平成 18年 8月期  中間決算短信(連結)（平成 18年 4月 24日付） 
⑥平成 18年 8月期  第 3四半期財務・業績の概況(連結・個別)（平成 18年 7月 14日付） 
⑦平成 18年 8月期  個別財務諸表の概要（平成 18年 10月 19日付） 
⑧平成 18年 8月期  決算短信(連結)（平成 18年 10月 19日付） 
⑨平成 19年 8月期  第 1四半期財務・業績の概況(連結・個別)（平成 19年 1月 15日付） 
⑩平成 19年 8月期  個別中間財務諸表の概要（平成 19年 4月 19日付） 
⑪平成 19年 8月期  中間決算短信(連結)（平成 19年 4月 19日付） 
⑫平成 19年 8月期  第 3四半期財務・業績の概況(連結・個別)（平成 19年 7月 13日付） 
⑬平成 19年 8月期  決算短信（平成 19年 10月 19日付） 
⑭平成 20年 8月期  第 1四半期財務・業績の概況（平成 20年 1月 15日付）(注) 
⑮平成 20年 8月期  中間決算短信（平成 20年 4月 18日付）(注) 
⑯平成 20年 8月期  第 3四半期財務・業績の概況（平成 20年 7月 15日付）(注) 
⑰平成 20年 8月期  決算短信（平成 20年 10月 17日付）(注) 
 

(注)平成 20年 8月期第 1四半期財務・業績の概況、中間決算短信、第 3四半期財務・業績の概況、
決算短信については、平成 19年 8月期に該当する部分の訂正を行う予定ですが、平成 20年 8
月期第 1四半期財務・業績の概況以降の連結財務諸表等に訂正はありません。 

 
４．訂正有価証券報告書等の提出について 
 

訂正有価証券報告書等につきましては、本日、以下の訂正有価証券報告書、訂正半期報告書を 

提出しております。 

 
①平成 17年 8月期     有価証券報告書の訂正報告書 
②平成 18年 8月期（中間） 半期報告書の訂正報告書(注１) 
③平成 18年 8月期     有価証券報告書の訂正報告書 
④平成 19年 8月期（中間） 半期報告書の訂正報告書(注１) 
⑤平成 19年 8月期     有価証券報告書の訂正報告書 
⑥平成 20年 8月期（中間） 半期報告書の訂正報告書 (注 2) 
⑦平成 20年 8月期     有価証券報告書の訂正報告書(注 2) 
⑧平成 21年 8月期     有価証券報告書の訂正報告書(注 2) 
 
(注１)平成 18年８月期（中間）半期報告書および平成 19年８月期（中間）半期報告書の訂正報 

告書は、公衆縦覧期間が経過しておりますため、ＥＤＩＮＥＴ上では、閲覧できませんの 
でご了承ください。 

(注２)平成 20年 8月期半期報告書及び有価証券報告書、ならびに平成 21年 8月期有価証券報告 



書については、平成 19年 8月期に該当する部分の訂正を行いましたが、平成 20年 8月期 
半期報告書以降の連結財務諸表等に訂正はありません。 

 
５．訂正による過年度業績への影響 

（単位：百万円） 
連結 個別 

年度 項目 
訂正前 訂正後 影響額 訂正前 訂正後 影響額 

売上高 2,314 2,184 △130 1,681 1,551 △130 

営業利益 352 222 △130 344 213 △130 

経常利益 278 148 △130 313 182 △130 

当期純利益 △1,596 △1,726 △130 153 22 △130 

純資産 4,919 4,788 △130 6,627 6,496 △130 

平成 17年 8月期 

総資産 6,619 6,488 △130 7,893 7,763 △130 

売上高 693 598 △95 347 271 △76 

営業利益 17 △77 △95 13 △62 △76 

経常利益 13 △81 △95 13 △62 △76 

四半期純利益 4 △90 △95 8 △68 △76 

純資産 5,880 5,654 △225 7,588 7,381 △207 

平成 18年 8月期 

第１四半期 

総資産 6,513 6,463 △50 7,810 7,780 △30 

売上高 1,274 1,179 △95 608 532 △76 

営業利益 △166 △262 △95 △120 △196 △76 

経常利益 △172 △267 △95 △116 △192 △76 

当期純利益 △166 △261 △95 △108 △184 △76 

純資産 5,663 5,438 △225 7,422 7,215 △207 

平成 18年 8月期 

中間期 

総資産 6,337 6,337 - 7,663 7,663 - 

売上高 2,042 1,947 △95 970 894 △76 

営業利益 △253 △348 △95 △149 △225 △76 

経常利益 △260 △355 △95 △141 △217 △76 

四半期純利益 △281 △376 △95 △154 △230 △76 

純資産 5,487 5,262 △225 7,316 7,110 △207 

平成 18年 8月期 

第３四半期 

総資産 6,105 6,105 - 7,457 7,457 - 

売上高 2,861 2,766 △95 1,471 1,395 △76 

営業利益 △431 △526 △95 △218 △294 △76 

経常利益 △437 △532 △95 △204 △280 △76 

当期純利益 △830 △925 △95 △610 △686 △76 

純資産 5,208 4,983 △225 7,079 6,872 △207 

平成 18年 8月期 

総資産 5,941 5,941 - 7,391 7,391 - 

 
 



（単位：百万円） 
連結 個別 

年度 項目 
訂正前 訂正後 影響額 訂正前 訂正後 影響額 

売上高 529 529 - 192 192 - 

営業利益 △268 △268 - △165 △165 - 

経常利益 △269 △269 - △161 △161 - 

四半期純利益 △595 △464 130 △496 △366 130 

純資産 4,661 4,566 △95 6,634 6,558 △76 

平成 19年 8月期 

第１四半期 

総資産 5,536 5,536 - 7,030 7,030 - 

売上高 1,110 1,110 - 387 387 - 

営業利益 △540 △540 - △320 △320 - 

経常利益 △541 △541 - △316 △316 - 

当期純利益 △1,594 △1,369 225 △2,449 △2,242 207 

純資産 3,428 3,428 - 4,463 4,463 - 

平成 19年 8月期 

中間期 

総資産 4,097 4,097 - 5,375 5,375 - 

売上高 1,653 1,653 - 583 583 - 

営業利益 △812 △812 - △459 △459 - 

経常利益 △815 △815 - △453 △453 - 

四半期純利益 △1,876 △1,650 225 △3,629 △3,422 207 

純資産 3,039 3,039 - 3,190 3,190 - 

平成 19年 8月期 

第３四半期 

総資産 3,658 3,658 - 3,406 3,406 - 

売上高 2,600 2,600 - 847 847 - 

営業利益 △997 △997 - △578 △578 - 

経常利益 △1,002 △1,002 - △567 △567 - 

当期純利益 △2,004 △1,778 225 △3,820 △3,613 207 

純資産 2,880 2,880 - 2,959 2,959 - 

平成 19年 8月期 

総資産 3,479 3,479 - 3,182 3,182 - 

 
６．今後の対応について 

 

今回の過年度訂正において、株主、投資家のみなさまをはじめとする関係者のみなさまには、

多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。 

平成 22年 8月 23日付「調査委員会調査報告書の受領に関するお知らせ」において、指摘され
ておりますが、平成 17年 8月期、平成 18年 8月期は、短期間に投資案件が集中しており、個々
の案件に審議においても株価算定そのものも含め、当社側で慎重な検討がなされておりませんで

した。また、売上サイドについては、当時、原価管理システムを採用しておりませんでした。 
このようなことから、今回、保守的な会計処理を行い、過年度決算訂正に至る事態となりまし

たが、当社においては、平成 19年 8月期以降は、会計処理において原価管理システムを採用し、
作業工程及び納品物の管理はもちろん、取引における必要書類の授受、また売上先の使用意図や



使用価値（納品物のもたらす経済効果の有無など）にも考慮し、厳格かつ適正な管理を行ってい

るため、同様の事例が起こり得ることはございません。 
また、新代表取締役以下、新しい経営体制において、いっそうの管理及びガバナンス体制の強

化を図るとともに、調査委員会の調査報告書及び提言を真摯かつ厳粛に受け止め、引き続き再発

防止体制の維持に取り組んでまいります。 

 
以 上 


